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若手技術者交流会の役割と期待

交流推進委員会 委員長
梅田 博之  

　建築研究開発コンソーシアムでは、会
員企業・団体の次世代を担う年齢層の技
術者を対象とした「若手技術者交流会」を毎年開催していま
す。この交流会は、会員の皆様のご協力により、会員が保有
している研究所や工場、展示施設などの現地見学会と、参加
者同士でのグループ討議をセットにした内容となっており、
参加者の方々の新たな知見の習得と、継続的な交流促進の
きっかけになることを目的としています。
　2009年度からスタートしてからこれまで15回、48の会員
企業・団体から延べ278名の方に参加いただきました。参加
者アンケートでは、毎回満足度の高い意見が多く寄せられ
ておりますので、今後もより意義のある交流会となるよう
改善を図りつつ、引き続き開催して参りたいと思っており
ます。
　正会員限定ではありますが、幅広い業種・分野の方に集まっ
ていただくよう、1会員から単独参加を原則とさせていただ
いております。会員の皆様におかれましては、今後を期待し
ている若い技術者の方への知的創造力やコミュニケーション
力の活性化と、新たな人脈を形成していただくことを期待し
て、積極的に参加者の派遣をお願いいたします。

交流会の新たな取組み
～即興ディベート～

若手技術者交流会小委員会 主査
田村 俊樹

　若手技術者交流会は、①建築関連の同
業種・異業種の若手の人脈形成、②社外・
同年代の若手の交流による刺激、③社内外協働の企画・運営
の経験等を狙いとして、施設見学、グループ討議（即興ディ
ベート、グループディスカッション）、懇親会から構成される、
若手技術者を対象とした人材育成の活動です。
　グループ討議の新たな試みとして、「即興ディベート」に
2021年度より取り組み、改善を続けてきています。討議の
結果や達成感が欲しい、一方で、事前準備は少ない方が良い、
等の意見に応えるための試みです。本年度の参加者アンケー
トには、即興ディベートについて「一緒にやり切ることで、
参加者どうしの距離が縮まった」「チームでの検討や発表時
の発言内容、話し方から、お互いの価値観や人柄が把握でき
て良かった」「自身の考えを即座に分かる言葉で表現する力
の重要性に気付けた」といったコメントが寄せられています。
討議の達成感のみならず、交流促進の効果もより大きくなり、
様々な気付きも増えているようです。
　若手技術者交流会は、参加者から好評で毎年参加されてい
る会社も多い一方で、参加されたことのない会社もいらっ
しゃいます。是非、より多くの皆さまが参加を検討いただけ
ますよう、お願い申し上げます。

特集：若手技術者交流会（2023年度）

2023年度若手技術者交流会（第15回）プログラム 2023年度参加者の所属（会員名）
回 年月日 場　所 予定時間 内　容

1 2023.09.01 BHCJ講演室＋WEB併用
　（晴海トリトンスクエアZ棟4階） 15～17

オリエンテーション
参加者の自己紹介
グループ討議の説明 等

2 2023.10.13 ①ミサワファクトリー名古屋　（愛知県江南市）
14～17

17～18

施設見学
討議・意見交換
懇親会（自由参加）

3
関西地区
（1泊2日）

2023.11.16

②免震研究推進機構
③防災科学技術研究所
　兵庫耐震工学研究センター
　（兵庫県三木市）

13～14
14～17

17～18

追加（施設見学）
施設見学
討議・意見交換
懇親会（自由参加）

（宿泊先は各自手配）

2023.11.17

④セキスイハイム工業近畿事業所
　（奈良県奈良市）
⑤大阪ガスハグミュージアム
　（大阪市西区）

10～12
12～14
14～16

施設見学のみ
昼食（各自）移動
施設見学のみ
（現地解散）

4 2023.12.8 ⑥竹中技術研究所
　（千葉県印西市）

14～17

17～18

施設見学
討議・意見交換
懇親会（自由参加）

5 2024.01.12 ⑦URまちとくらしのミュージアム
　（東京都北区）

14～17

17～18

施設見学
討議・意見交換
懇親会（自由参加）

　　　　　　　 　　　 会 員 名   　  　　（会員名50音順）

1 奥村組 11 大成建設

2 熊谷組 12 大和ハウス工業

3 建材試験センター 13 竹中工務店

4 建築研究所 14 田島ルーフィング

5 佐藤工業 15 チヨダウーテ

6 清水建設 16 日建設計

7 新菱冷熱工業 17 長谷工コーポレーション

8 住友林業 18 パナソニックホームズ

9 積水化学工業 19 防災科学技術研究所

10 積水ハウス 20 ミサワホーム



若手技術者交流会の実施内容紹介（2023年度）

◆趣旨・目的
　次世代を担う会員の若手技術者の知的ネットワーク構築を
目的として「若手技術者交流会」を開催しています。この交
流会は、コンソーシアムが様々な業種の会員によって構成さ
れているという特徴を活用して、特に若手技術者の交流を通
じて、新しい技術創造の一助になることを期待しています。

◆実施概要
　「若手技術者交流会」は、見学会とグループ討議を主体と
して行うことにより、他分野の情報に触れる機会を設けるこ
とで、メンバーの知的好奇心を刺激し、会員の活力の源とな
る技術者の育成を兼ねる手段として実施しています。
　グループ討議は「即興ディベート」を行っていますが、当日
にディベートテーマを提示することで、事前準備の負担をか
けず、また、グループ内で意見をまとめるには必然的にコミュ
ニケーションを取る必要があり、自然と交流も図れるよう設
定しています。第1回のオリエンテーションは、会場とオン
ライン併用開催とし、2回目以降の各見学先では、会場幹事が
設定した懇親会も自由参加で実施し、フリートークもできる
時間も設定して、交流を深められるプログラムとしています。

◆即興ディベート
　ディベートは一つのテーマに対して、自身の意見とは関係
なく与えられた立場（肯定側か否定側）で議論し、第三者への
説得力の高さを競うものです。決められた時間配分で立論、
質疑、反駁、最終弁論を行い、勝敗を決めます。そのため、チー
ム内の協力が必要な上、参加者の様々の考えがわかります。
肯定側5人と否定側5人に分かれ、その他の参加者が司会とタ
イムキーパー、議事録、審判を行い、参加者全員で実施しま
す。同席する委員も審判に参加しました。20分で戦略を練り、
44分間で立論や質疑などをします。初めは時間を余らせるこ
ともありましたが、回数を重ねることで、展開方法や時間配
分も考慮でき、個人的なことで時間を
繋ぐなど、最終回では時間いっぱい議
論するようになりました。最後に参加
者および委員からの講評を受けること
で、勝敗で終わることなく、結果の共
有も図るプログラムとしています。

ミサワファクトリー名古屋 「E-ディフェンス」ピット内 

集合写真（兵庫耐震工学研究センターにて）

URまちとくらしのミュージアム

即興ディベートテーマ 　一覧
回 テーマ名 勝　利
1 「在宅勤務を主として続けるべきである。是か否か」 否定側
2 「老後は田舎に住むべきである。是か否か」 否定側

3 「研究職採用者は、1年以上現場経験
（又は営業経験）をすべきである。是か否か」 否定側

4 「一戸建てとマンションでは、どちらが住みやすい。一戸建てかマンションか」 一戸建て

◆見学会
　①「ミサワファクトリー名古屋」では、ミサワホームの構
造部材である「木質パネル」が、施主ごとに1枚ずつ生産さ
れるラインを見学しました。②「免震研究推進機構」では、
国内初の「実大免震試験機（E-アイソレーション）」を見学、
③「兵庫耐震工学研究センター」では、「実大三次元振動破壊
実験施設（E-ディフェンス）」を見学しました。E-ディフェ
ンスで実施した迫力ある実験映像を見たあと、実際の振動
台に乗り、地下ピットに入り間近で機構を見学し、それを
動かす油圧源棟も見学しました。④「セキスイハイム工業 
近畿事業所」では、セキスイハイムのユニット構造を、自動
溶接ロボットが行い、流れるラインで部品が取付けられる
様子を見学しました。⑤「大阪ガスハグミュージアム」では、

「ちょっとミライの暮らし」のモデルハウスなどを見学しま
した。⑥「竹中技術研究所」では、室内音場や広視野角視覚
のシミュレータ体験、建物を支える地盤挙動を評価する「遠
心模型実験室」などを見学しました。⑦「URまちとくらし
のミュージアム」では、UR都市機構が取り組んできたまち
づくりの変遷を4面の大迫力のスクリーンで体感、「同潤会
代官山アパートメント」や「晴海高層アパート」の復元住戸
などを見学しました。

◆懇親会
　1回目のオリエンテーション
はコーヒーブレークでの最初
の交流をし、その他の回では、
見学先の会員参加者が幹事と
なり、すべての回で懇親会を
実施し、交流を図りました。

参加者アンケート結果（感想・コメント紹介）
（全体総評）
・これまでほとんど同業種の若手技術者と知
り合う機会がなかったため、参加者と複数
回にわたって交流ができ、仕事のことから
プライベートなことまで様々な話ができた
ことがよかった。

（業務への活用）
・同業・同年代のメンバーとのコミュニケー
ションは、業務のモチベーション向上に役
立ったと思う。

（即興ディベートについて）
・ディベートは、他メンバーの性格や考え方
を知れ、相互理解が深まった。また、メン
バー間の協力が必要だったため、仲が深ま
り、その後の会話のきっかけにもなったと
感じた。

0 5 10 15 20

良かった

まぁまぁ

19

1

良くなかった

回答者数（人）

全体の評価

0 5 10 15 20

既に業務に活かしている

今後、業務に活かせると思う 19

1あまり活かせない

回答者数（人）

業務への活用（期待）

0 5 10 15 20

交流が促進された

交流は促進されなかったが、良かった

18

1

1良くなかった

回答者数（人）

即興ディベートの交流促進効果



④テクニカルフォーラム
　今年度は具体的な提案がなく開催されなかった。

3 ．研究企画ミーティング
　国立研究開発法人建築研究所 環境研究グループによる「住
宅・建築物のカーボンニュートラルの推進」というテーマで
2回実施した。第1回（6/19）では、①「住宅・建築物のカー
ボンニュートラル」を進める上での課題の整理、②「カーボ
ンニュートラルに向けた東京ガスの取組」の話題提供がされ
た。第2回（9/27）では、③「三菱電機が目指すカーボンニュー
トラル実現に向けた家庭用設備を活用した再エネソリュー
ションの提案」、④「ミサワホームのカーボンニュートラル
への取り組み」の話題提供が
あった。
　発表に関する質疑応答、参
加者との意見交換を行い、研
究会立ち上げに向けた意見交
換やその進め方について話し
合った。その後、研究会を立
ち上げ、活動を開始している。

4 ．研究会
　研究会については、継続23テーマに新規5テーマを加えた
計28テーマを実施した。新規テーマのうちアイデアコンペ
から成立した研究会が2テーマ、研究企画ミーティングから
成立した研究会が2テーマ、会員からの提案で成立した研究
会が1テーマであり、その成立過程や研究内容も多岐にわた
り、研究活動が活性化した。

5 ．研究助成制度
　研究助成制度は、研究推進活動の一環として、社会的ニー
ズに対応した会員間の研究の一層の促進を図ることを目的
に、「小規模建築物の造成地盤の施工条件と圧縮沈下リスク
の関係性に関する実験的研究」、「工事現場における溶接・溶
断火花による火災を防ぐためのパンフレットの作成」、「住宅
気密試験事業者に対する非住宅系建物の気密化に関する意識
調査及び米国の気密化施工の情報収集」、「巨大地震等対応防
災拠点建築物集積エリア計画実現に関する研究」、「ミリ波・
テラヘルツ波計測技術と物性測定」の5件を採択し、合計で
約400万円の助成を行った。

6 ．JIS原案作成対応
　JIS A 1310：2019建築ファサードの燃えひろがり試験方
法（2019年2月制定）の改正のため、当コンソーシアム内に
2023年4月にJIS原案作成委員会を設立した。5月に第1回本
委員会を開催し、6、9、10月に分科会を開催して審議を進め、
11月の本委員会で取り纏めを行った。原案作成共同事業を契
約している日本規格協会へ原案を2024年2月に提出し、JIS
発行手続きを進めている。

2023年度　事業報告

1 ．分野・業種連携人材育成事業
　2023年度は「研究開発人材育成プログラム」の5日間コー
スを2回、合計28人の受講者の参加により実施した。プログ
ラム内容は、先輩研究者による講義「私の研究開発履歴書」、
村上特別顧問講義、国の建築行政、MOTの紹介及びマーケ
ティング（行動観察によるイノベーション創出）の講義とグ
ループワーク等を行った。グループワークでは、昨年度同様、
オンラインホワイトボードを共有しながら、参加者全員で議
論する場となるよう実施した。
また、研究開発人材育成プログ
ラムの2本柱となるMOT半日
コースを、オンライン併用で、
合計69名の受講者の参加によ
り実施した。いずれも受講者の
評価も高く、好評であった。

2 ．コンソ・プラザ
　先端分野の動向等会員にとって興味ある有益なテーマ、ト
ピックスに関する情報の共有や交換の場を設け、会員の交
流を促進し研究会の発足等に繋げることを狙いとして開催
した。
①一般講演会
　会員への情報提供の一環として、タイムリーなテーマと
講師を選定し5回開催した。参加者は延べ170名で、参加充
足率（参加者/募集数）は50％であった。具体的には「関東大
震災の真相：被害と復興から学ぶ地震防災（名古屋大学/武
村雅之 氏）」、「脱炭素化に貢献ウッドサイクルで【街を森に
かえる】（住友林業株式会社/中嶋一郎 氏）」、「建築の明日へ
−希望を耕すための要点を考える−（早稲田大学/松村秀一 
氏）」、「南極昭和基地での越冬体験/（ミサワホーム株式会社
/秋元茂 氏）」、「視野を広げる『デザイン思考』～既成概念を
打ち破り新たなビジネスを創造する～（株式会社インクルー
シブデザインソリューションズ/井坂智博 氏）」の5テーマ。
②建築研究所による講演会
　国立研究開発法人建築研究所の建築研究報告等の講演会を
報告書等の発表に合わせて4回開催した。参加者は延べ110
名で、参加充足率は59％であった。具体的には「建築分野に
おけるドローンの社会実装に向けた産官学連携の取り組み」、

「トルコ・シリア地震災害調査報告」、「BIM技術の既存建築
物への利用拡大に向けた調査研究」、「建物への木材利用促進
と火災安全性の両立に関する近年の取り組み」の4テーマ。

③見学会
　話題性のある施設を選定し4回開催した。参加者は延べ80
名で、参加充足率は100％であった。具体的には「住友林業
株式会社 筑波研究所 新研究棟」、「比叡山 根本中堂 改修現
場」、「セキスイハイム工業株式会社 東京事業所」、「東京ポー
トシティ竹芝」の4か所。

第1回見学会
（住友林業㈱）筑波研究所 新研究棟）

第2回見学会
（根本中堂 改修現場）

第3回一般講演会（松村秀一氏）第1回建研講演会（宮内博之氏）
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　2023年度のアイデアコンペは、9件の応募があり、2024年
1月22日（月）の1次審査会（査読結果審議他）、及び同2月16
日（金）の2次審査会（プレゼン他）を経て、最優秀賞1件、優
秀賞1件、審査員特別賞2件、佳作2件が選定されました。
審査会終了後に懇親会も開催されました。

　建築研究開発コンソーシアムでは2013年度より新規事業
として、研究開発に従事されている方で担当者レベルからマ
ネージャーに進む段階の方の人材育成を目的として、「分野・
業種連携人材育成事業」を立ち上げ、実施して参りました。
　「MOT半日コース」「5日間コース」ともに、毎回、大変高
い評価を頂いており、2024年度も引き続き実施して参りま
す。今年度は下表の通り開催予定で、ただいま参加募集中
です。

2023年度　建築・住宅技術アイデアコンペ（第21回）

分野・業種連携人材育成事業募集のご案内

前列：左から、柳橋インキュベー
ション委員会委員長、
澤地会長

後列：左から、春樹氏、相馬氏、
宇佐美氏、小原氏、内村氏、
松氏

左側：最優秀賞受賞者
 ㈱フジタ 小原氏

右側：澤地会長

賞 提案タイトル（代表提案者）

最優秀賞 建築資材マネジメントシステムの構築と規格化
［小原 泉 氏　株式会社フジタ］

優秀賞 透明材料を用いた制震壁の開発
［宇佐美 徹 氏　株式会社竹中工務店］

審査員
特別賞

CO2 吸収・固定材料の定量的な値を表示するガイドライン
の構築　　 ［内村 陽介 氏　大和ハウス工業株式会社］

「やわらかい木」の曲線を活かした木質構造躯体の開発
［相馬 智明 氏　大成建設株式会社］

佳作

CLTによる低層パネル構造のプレハブ化
［春城 芳英 氏　GA設計事務所］

木造軸組の倒壊防止となる充填断熱の開発
［松 俊彦 氏　KMTX株式会社］

準 会 員
・倉敷紡績株式会社

代表者：藤田　晴哉
所在地：大阪府大阪市中央区久太郎町2−4−31

・旭有機材株式会社
代表者：中野　賀津也
所在地：東京都台東区上野3−24−6

・一般財団法人日本溶接協会
代表者：粟飯原　周二
所在地：東京都千代田区神田佐久間町4−20

新会員紹介

MOT半日
コース

5日間コース

1回目 2回目

定　　員 40 15 15

募集締切 4／12 4／26

開 催 日 5／17

 6／ 7  9／ 6

 6／21  9／20

 7／ 5  10／ 4

 7／19 10／18

 8／ 2  11／ 1

▲共に申込先は下記のとおり
　建築研究開発コンソーシアム事務局
　人材育成プログラム担当　鶴巻　　E-mail：human@conso.jp

　当会の表彰制度規定に基づき、コン
ソーシアムの委員会活動にご尽力をさ
れるとともに、コンソーシアムの活性
化に多大なご貢献をされた個人の中か
ら功労者を選出しております。
　2023年度は、鈴木康嗣氏（国立研究
開発法人防災科学技術研究所（元 鹿島
建設㈱））がコンソーシアム連絡担当者
会議の場で表彰されました。

功労賞授賞式

鈴木 康嗣 氏
（国研）防災科学技術研究所


